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便の作られる時間

中野 美和子：Civil Engineering Consultant, 2016; 271:12-15より一部改変
持田製薬服用患者向け冊子スライドより

　

排
便
は
、
人
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
生
理

現
象
で
あ
り
、
便
秘
は
身
体
的
ま
た
精
神
的
に

も
生
活
全
体
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
当
院
の

外
来
患
者
さ
ん
に
お
い
て
も
内
科
に
限
ら
ず
便

秘
症
治
療
薬
の
処
方
を
受
け
て
い
る
方
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。　

　
「
便
秘
」 

と
は
、〝
本
来
体
外
に
排
出
す
べ
き

糞
便
を
十
分
量
か
つ
快
適
に
排
出
で
き
な
い
状

態
〟
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
大
量
に
便

が
貯
留
し
て
い
る
わ
け
で
な
け
れ
ば
、
排
便
が

な
い
日
が
あ
っ
て
も
異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

便
の
回
数
や
便
の
量
が
減
少
し
て
い
る
、
ま
た

は
出
せ
な
い
た
め
に
大
腸
に
溜
ま
っ
て
い
て
、

腹
痛
、
腹
部
膨
満
感
な
ど
の
状
態
に
な
る
と
便

秘
と
考
え
ま
す
。
病
院
で
処
方
を
受
け
た
り
浣

腸
な
ど
の
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と 「
便
秘
症
」 

と
診
断
さ
れ
ま
す
。

消
化
管
の
通
過
・
生
理
機
能

　

食
べ
た
も
の
は
唾
液
と
混
ざ
っ
て
食
道
を
数

秒
で
通
過
し
て
胃
に
入
り
、
胃
酸
に
よ
る
殺
菌
、

消
化
、
粉
砕
処
理
を
受
け
２
時
間
程
度
で
十
二

指
腸
に
入
り
ま
す
。
膵
液
と
胆
汁
が
混
ざ
り
黄

色
～
茶
色
に
な
り
、
４
～
５
時
間
か
け
て
小
腸

を
通
過
す
る
間
に
、
栄
養
と
あ
る
程
度
の
水
分

を
吸
収
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
水
様
便
の
状
態
で
大
腸
に
入
り

ま
す
。
上
行
結
腸
、
横
行
結
腸
を
通
り
水
分
の

吸
収
が
進
み
、
便
は
徐
々
に
固
ま
っ
て
下
行
結

腸
、
Ｓ
状
結
腸
を
通
っ
て
直
腸
に
入
り
ま
す
。

直
腸
が
膨
ら
ん
で
く
る
こ
と
と
、
便
に
含
ま
れ

て
い
る
胆
汁
酸
の
刺
激
で
、
便
意
を
感
じ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

便
秘
症
の
分
類
と
疾
患

　

慢
性
便
秘
症
は
、
機
能
性
便
秘
と
器
質
性
便

秘
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど

は
機
能
性
便
秘
と
思
い
ま
す
。
硬
便
や
、
腹
圧

の
低
下
、
直
腸
感
覚
の
低
下
、
薬
剤
性
、
内
科

疾
患
の
影
響
な
ど
で
す
。

　

そ
し
て
、
重
大
な
の
は
器
質
性
便
秘
で
、
大

腸
癌
や
ク
ロ
ー
ン
病
、
虚
血
性
腸
炎
と
い
っ
た

疾
患
の
た
め
に
大
腸
の
中
が
せ
ま
く
な
り
、
狭

窄
ま
た
は
腸
閉
塞
（
イ
レ
ウ
ス
）
に
近
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

便
秘
と
大
腸
癌

　

大
腸
癌
は
、
進
行
す
る
と
大
腸
粘
膜
が
全
周

性
に
盛
り
上
が
っ
て
大
腸
の
中
が
せ
ま
く
な
る

（
狭
窄
）
の
た
め
、
便
が
通
過
し
に
く
く
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
「
便
秘
か
な
」
と
い

う
症
状
で
す
が
、
も
っ
と
進
行
し
て
完
全
閉
塞

に
近
く
な
る
と
腸
閉
塞
（
イ
レ
ウ
ス
）
に
な
り

救
急
搬
送
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
な
る
前
に
大
腸
癌
の
前
癌
病
変
で
あ
る

大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
う
ち
に
大
腸
内
視
鏡
で
発
見

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
粘

膜
か
ら
小
さ
く
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
状
態

で
、
便
の
通
過
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
の
で
便

秘
の
原
因
に
も
な
ら
ず
無
症
状
で
す
。
し
か
し
、

見
た
目
に
は
わ
か
ら
な
い
程
度
の
ご
く
わ
ず
か

な
出
血
が
便
に
混
じ
る
た
め
、
便
潜
血
検
査
を

行
い
陽
性
な
ら
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
う
け
て
、

ポ
リ
ー
プ
が
な
い
か
ど
う
か
検
査
し
ま
す
。
ポ

リ
ー
プ
が
あ
っ
た
場
合
は
内
視
鏡
で
粘
膜
切
除

を
行
い
ま
す
。　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

　

便
秘
を
含
め
た
腹
痛
に
関
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
は
、
血
液
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ａ

や
Ｃ
Ａ
19
‒
9
）
の
測
定
の
他
、
腹
部
単
純
C

Ｔ
検
査
で
、
大
腸
の
便
の
た
ま
り
具
合
や
腸
の

拡
張
や
狭
窄
の
有
無
、
大
き
な
腫
瘍
が
な
い
か

な
ど
あ
る
程
度
の
形
態
診
断
を
し
ま
す
。
こ
こ

ま
で
は
通
常
、
外
来
受
診
一
日
で
完
了
し
、
便

秘
症
な
ら
下
剤
の
処
方
を
開
始
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
ら
か
の
異
常
所
見
が
あ
り
器
質

性
便
秘
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
追
加
検
査
の
予

定
を
立
て
ま
す
。
ま
た
は
、
緊
急
の
場
合
や
重
症

度
に
よ
っ
て
は
入
院
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

便
秘
症
の
治
療

　

便
秘
症
の
治
療
は
、
ま
ず
は
身
体
的
運
動
を

増
や
す
な
ど
生
活
改
善
、
食
物
繊
維
の
摂
取
な

ど
食
事
改
善
が
あ
り
ま
す
。
便
秘
の
改
善
に
は

朝
食
は
最
も
重
要
で
、
毎
日
十
分
な
排
便
時
間

を
取
れ
る
よ
う
時
間
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

重
要
で
す
。　

　

内
服
薬
は
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や
乳
酸
菌
と

い
っ
た
腸
内
細
菌
叢そ
う

の
善
玉
菌
に
よ
る
整
腸
剤

が
排
便
の
助
け
に
な
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
の
他
、
消
化
器
疾
患
と
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の

関
連
性
な
ど
腸
内
細
菌
叢
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
な
ど
の
緩か
ん

下げ

剤ざ
い
、
セ
ン
ナ
や
ピ
コ
ス
ル

フ
ァ
ー
ト
な
ど
刺
激
性
下
剤
、
漢
方
薬
な
ど
の

内
服
の
他
、
坐
薬
、
グ
リ
セ
リ
ン
浣
腸
も
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
状
況
に
合
わ
せ
た
処
方
を
行

い
ま
す
。

最
後
に

　

ほ
と
ん
ど
の
方
の
、
機
能
性
便
秘
で
あ
れ
ば
、

病
気
と
い
う
よ
り
は
そ
う
し
た
状
態
診
断
と
い

う
こ
と
も
で
き
、
下
剤
を
含
め
た
治
療
で
症
状

を
解
消
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
重
大
な
疾
患
が
潜
ん
で
い
る
可
能

性
や
、
便
秘
に
な
り
や
す
い
内
服
剤
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
他
の
疾
患
を
持
っ
て

い
る
方
、
な
ど
に
つ
い
て
は
注
意
し
な
が
ら
通

院
、
経
過
観
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

便秘って病気なの？
倉敷平成病院　内科部長

都築　昌之

医療を知る、
病気を知る。

特 集
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内科・消化器科
内科では発熱、頭痛、腹痛、全身倦怠、咳、その他初めて当院を受診される患者さん、紹介状をお持ちの患者さんや、どの専門

科を受診したら良いかわからない患者さんの診察を行い、血液検査やレントゲン、CT検査など即時に判定し院内の専門科外来へ

ご紹介や入院の必要性なども含め診察いたします。

消化器科は、消化管（食道・胃・十二指腸・小腸・大腸）や肝胆膵領域（肝臓・胆のう・胆管・膵臓）などの疾患に対応しています。

また胃の発がん予防を目的とした除菌治療にも対応できるピロリ菌外来を設けています。

内科部長　都
つ

築
づき

　昌之
資格：医学博士
	 日本内科学会認定医
	 総合内科専門医
	 日本消化器病学会専門医
	 日本肝臓学会専門医

月 火 水 木 金 土

内　　科
午前 杉山 ― ― 西 都築 ―
午後 杉山 ― ― ― ― ―

消化器科
午前 都築 ― 都築 多田 太田 山本

午後
第１・３・５
～16:30
松本

岡田 ― ― 14：00～ 担当医
【予約制】ピロリ菌外来 井上 ―

外来診療表

086-427-1140［予約専用］TEL

※診療時間　午前	8：30～12：00	／	午後	13：30～17：00
受診をご希望の方はお電話でご予約ください。
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Pick Up!　ピックアップ

放射線部
質の高い画像診断のために

X線CTでの検査の様子

　当院は脳卒中・脳神経疾患に対す
る専門病院としての色合いが強く、
その診断に際して、CT・MRI・脳
血管撮影などの画像検査は欠かせま
せん。放射線部は、この画像検査全
般を専門に行っている部門です。

　2022年６月から骨塩定量（骨
密度）検査装置を更新しました

（ Hologic社製 Horizon Ci ）。更新
以前は骨塩定量（骨密度）検査装置
と一般撮影検査装置を同室に設置し
検査を行っていましたが、この度独
立した専用の検査室を設けましたの
でご紹介します。

　放射線部はX線やMRI、エコーなど診断に必要な画像を提供

する部門です。画像診断機器はコンピュータ技術発展に伴い

日進月歩で先端技術が投入され続けています。そして、医師

から要求される画像も高度化・複雑化しています。

　私たち診療放射線技師は常に新しい知識と技術を習得し、

より良い画像を提供することが大きな役割です。

　自分が行った検査が診断や治療に直接的に結びつくため責

任は重い仕事ですが、医師や看護師などのスタッフと連携し、

チーム医療の一員として業務を行っています。

4



　当院では先進画像診断機器に位置付けされるMRI装置
（３テスラ×２台）、X線CT（80列）が稼動していますが、
特にMRIやCTは現代医療では必要不可欠でスタンダード
といえる検査であり技術的進歩が早いのでバージョンアッ
プが繰り返されています。
　また、その他の装置についても定期的に更新を行い、時
代相応の技術が投入された装置を運用することで質の高い
画像診断を提供できるように努力しています。

　一昨年度より行われた病院増改築に伴い、骨塩定量室が
移転され新しい装置が６月より稼働しました。骨塩定量検
査は骨粗鬆症を診断する装置です。
　骨粗鬆症は自覚症状なく徐々に進行する疾患で、ちょっと
した衝撃や転倒などで骨折するようになります。原因は幾つ
かありますが、特に女性は女性ホルモン減少による代謝バラ
ンスに関係があり、また一般的に運動不足、カルシウム摂取
不足、遺伝的体質、糖尿病や腎疾患などの要因があります。
　新たに「TBS（Trabecular Bone Scorer）：海綿骨構造
指標」のソフトウェアを導入し、骨強度の指標となる「骨質」
が測定できることになりました。骨強度は骨密度（70％）と
骨質（30％）により規定されます。これらのデータを事前に知
る事で、骨粗鬆症の予防や骨折を回避することに繋がります。

先進画像診断機器　MRI・X線CT

骨塩定量室

M R I（３テスラ）X 線 C T（80列）

検
査
結
果
お
よ
び
ア
ド
バ
イ
ス
が
記
載
さ
れ
た

シ
ー
ト
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

新機能TBSの結果 
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大根島「由志園」の「池泉牡丹（ちせんぼたん）」
牡丹の花が池に敷き詰められている。

倉敷平成病院に勤務する医師の
オススメの食べものや曲などの紹介、

趣味の話や旅行記など…
どんなお話が聞けるかな？

Vol.14

　

私
が
岡
山
大
学
医
学
部
に
合
格
し
た
の
は
昭

和
54
年
の
春
で
あ
る
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
バ

イ
ク
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
が
流
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
こ
ろ
は
今
以
上
に
バ
イ
ク
ブ
ー
ム
で
あ
っ

た
。
私
も
大
学
入
学
後
、
自
動
車
の
免
許
の
み

な
ら
ず
中
型
自
動
二
輪
の
免
許
を
早
々
に
取
っ

た
。
大
学
生
の
頃
に
は
カ
ワ
サ
キ
Z
２
５
０

Ｆ
Ｔ
と
い
う
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
。
今
で
こ

そ
大
型
自
動
二
輪
の
免
許
も
教
習
所
で
取
得
可

能
だ
が
、
当
時
は
４
０
０
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

に
乗
る
に
は
「
限
定
解
除
」
と
い
っ
て
、
県
の

公
安
委
員
会
の
試
験
場
で
実
技
試
験
を
受
け
、

こ
れ
に
一
発
合
格
し
な
い
と
ダ
メ
で
あ
り
、

ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
か
っ
た
。
東
大
理
Ⅲ
に

合
格
す
る
よ
り
難
し
い
。
い
わ
ゆ
る
ナ
ナ
ハ
ン

は
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

外
科
医
と
な
っ
て
か
ら
ケ
ガ
は
禁
物
で
あ
り
、

オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
最
近

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
た
め
ガ
ソ
リ
ン

が
値
上
が
り
し
て
い
る
が
、
平
成
26
年
頃
に
も

ハ
イ
オ
ク
ガ
ソ
リ
ン
が
１
８
０
円
を
超
え
る
時

期
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
燃
費
の
悪
い
セ
ダ
ン
で

往
復
50
㎞
を
通
勤
し
て
い
た
が
、
交
通
費
を
抑

え
る
た
め
に
一
計
を
案
じ
た
。
そ
し
て
セ
ロ
ー

２
５
０
と
い
う
バ
イ
ク
を
買
い
、
通
勤
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

再
び
バ
イ
ク
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
横

に
ハ
ー
レ
ー
等
の
大
型
バ
イ
ク
が
止
ま
る
と
い

つ
も
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
た
。
一
大

決
心
を
し
て
翌
年
55
歳
で
自
動
車
教
習
所
に
通

い
、
卒
検
は
一
度
落
ち
た
も
の
の
、
無
事
念
願

の
大
型
自
動
二
輪
の
免
許
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
す
ぐ
に
７
５
０
㏄
の
バ
イ
ク
を
買

い
、
昨
年
か
ら
は
レ
ブ
ル
１
１
０
０
に
乗
っ
て

い
る
。

　

よ
く
「
バ
イ
ク
に
乗
る
と
風
を
切
っ
て
爽
快

だ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

夏
は
暑
い
し
、
冬
は
寒
い
。
高
速
道
路
に
乗
る

と
風
圧
が
き
つ
い
。
車
の
方
が
は
る
か
に
快
適

で
あ
る
。
し
か
し
少
し
頑
張
っ
て
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
遠
く
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
行
く
、
こ
れ

が
格
別
な
の
だ
！
今
年
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
大
根
島
に
牡
丹
を
見
に
行
っ
た
。
バ
イ
ク

を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
途
中
で
鰻
の
蒲
焼
の
美

味
し
い
ニ
オ
イ
が
す
る
で
は
な
い
か
！
ニ
オ
イ

に
誘
わ
れ
て
店
に
入
っ
た
が
、
あ
ん
な
に
美
味

し
い
鰻
を
食
べ
た
の
は
何
十
年
ぶ
り
だ
っ
た
。

鰻
屋
は
煙
で
人
を
呼
ぶ
と
い
う
が
、
ま
さ
に
そ

の
通
り
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
車
で
行
っ
て
い
た

な
ら
素
通
り
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

今
の
私
の
夢
は
、
愛
車
に
乗
っ
て
全
国
の
お

寺
を
見
て
回
る
事
で
あ
る
。
自
動
二
輪
の
免
許

は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
大
丈
夫
。

コ
ツ
は
教
え
て
あ
げ
ま
す
よ
。

マイブーム

脳神経外科部長　救急部長　重松　秀明
兵庫県出身。私立六甲高等学校、岡山大学医学部卒業。岡山大学、住友別子病院、津山
中央病院、岡山赤十字病院等を経て、2016年倉敷平成病院着任、現在に至る。
医学博士、日本脳神経外科学会専門医、日本プライマリ・ケア連合学会指導医、日本定位・
機能神経外科学会	機能的定位脳手術技術認定医、日本脳ドック学会など

愛車「レブル1100」
と共に
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動画で紹介しています！

ひとりじゃんけん

手でパン、頭タッチ

倉敷平成病院　リハビリテーション部　作業療法士　阿部　ひとみ

運動＋脳トレで
楽しく取り組む認知症予防体操！

１日 健康体操

　運動不足や運動習慣がないということは、認知機能低下を引き起こす可能性があり、認知症予防のために適度な運
動を行うことが推奨されています。ウォーキングなどの全身運動のみでも効果はあるとされていますが、今回は、体
を動かす課題と、頭で考える課題を同時に行うことで（二重課題トレーニング）、認知機能や記憶力の維持・向上に
良好な成果が期待できる運動を２つご紹介します。

❶ 右手はグー、チョキ、パーの順に出し、左手はそれに対して必ず勝つようにします（下図）。 
❷ グー、チョキ、パーを１サイクルとして10回行ったら、今度は❶と反対に左手が負けるように10回行います。
　  慣れてきたらスピードを上げてやってみましょう。

❶ 腕を大きく振って足踏みをしながら、１～10まで数を数えます。
❷ ３の倍数で手を叩き、５の倍数で頭を触ります。 こちらの運動も慣れてきたらスピードを上げてみてください。

⃝足踏み
⃝ウォーキング
⃝ステップ運動 
⃝腕振り

⃝しりとり
⃝じゃんけん
⃝歌う

⃝数える
⃝計算

運動課題 認知課題

組み合わせて同時に行うことで
体と脳の機能低下を防ぐ

右左 右左 右左

１ ２ ３ ４ ５
パン

タッチ

10回
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マシントレーニングで
効率よく筋力アップ

開放的なワンフロア

リハビリ専門職による
おひとりおひとりの

状態に合わせた個別機能訓練

モンテッソーリケアの一場面
達成感で笑顔に！

所在地 倉敷市白楽町40（ピースガーデン倉敷１階）

T E L　 086-423-2001

対 象　 要支援１～２、要介護１～５

定 員 平日65名（日曜40名）

定休日 土曜日、年末年始
（12月30日～１月３日）

ピース
ガーデン

倉敷
�

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ピ
ー
ス 　
　
　

�

Ｐ
Ｔ
主
任　
妹
尾　
祐
介

　

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ピ
ー
ス
は

「
人
と
し
て
の
喜
び
を
創
造
す
る
」
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
通
所
介
護
施
設
で
す
。

常
勤
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
（
Ｐ
Ｔ
２
名
・

Ｏ
Ｔ
１
名
）
と
元
気
な
身
体
づ
く
り
が
で

き
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
６
月
よ
り
新
し
い
認
知
症

ケ
ア
「
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
ケ
ア
」
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、藤
井
聡
太（
将
棋
棋
士
）、

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
（
元
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

大
統
領
）、
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク（「
ア
ン
ネ

の
日
記
」著
者
）な
ど
著
名
人
が
受
け
た「
モ

ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
」
の
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
メ
ソ
ッ
ド
を
認
知
症
ケ
ア
に
活
か
し
た

も
の
で
す
。
ご
利
用
の
方
々
が
生
活
し
や

す
い
よ
う
に
環
境
を
整
え
、
意
欲
を
引
き

出
す
よ
う
な
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
、
自
信
が
な
い
、
役
割
が
な
い
と

感
じ
て
い
る
方
な
ど
に
〝
そ
の
人
ら
し
く
〟

を
大
切
に
し
た
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
ケ
ア
で

自
立
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

人
と
し
て
の
喜
び
を
創
造
す
る

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ピ
ー
ス

ピースガーデン倉敷 リハビリステーション ピース
　リハビリステーション　ピースは複合型介護施設ピースガーデン倉敷の１階
にある、社会福祉法人 全仁会が運営する通所介護（デイサービス）です。
　リハビリ専門職である理学療法士２名、作業療法士１名が常勤しており、ご
利用の方々の「もっとこうしていきたい」、「今の生活をできるだけ長く続けて
行きたい」という思いを実現するため、一人ひとりに合った機能訓練の提供を
行っています。また、曜日別にプログラムを実施しており、体操ができるもの、
音楽に合わせて脳を活性化させたり・楽しむもの、リラクゼーションで心身を
整えることができるものを決まった曜日に楽しむことができます。
　楽しみを見つけたい方、楽しみながら体を動かしたい方や楽しみながら脳を
活性化させたい方などおられましたら、ぜひ一度ご連絡ください。

楽器を使って音楽を奏でる
曜日別プログラム
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⃝

倉
敷
老
健
　
⃝
倉
敷
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
⃝
ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

⃝
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
　
⃝
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
南
町
　
⃝
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

※
感
染
対
策
を
行
い
行
事
・
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

グランド
ガーデン

南町

実
習
生
と
の
交
流

　

６
月
７
日（
火
）、

実
習
生（
倉
敷
中
央

高
等
学
校
福
祉
科
３
年

生
）
３
名
に
よ
る
「
お
た
の
し
み
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」
の
歌
に
合

わ
せ
て
、
新
聞
紙
を
丸
め
た
り
開
い
た

り
し
て
手
を
動
か
し
、
そ
の
新
聞
紙
を

使
用
し
た
ゲ
ー
ム
で
点
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
集
い
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
江
口
）

特
定
施
設
グ
ラ
ン
ド

ガ
ー
デ
ン
増
室

　

今
年
６
月
よ
り
、
３

階
に
加
え
２
階
も
特
定
施

設
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。「
終
の
棲
家
」
と
し
て
の
機

能
充
実
を
目
的
に
、
職
員
配
置
の
変
更
や

２
階
フ
ロ
ア
へ
の
「
リ
フ
ト
浴
設
置
」
等
、

ソ
フ
ト
及
び
ハ
ー
ド
面
を
改
編
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。�

（
森
）

七
夕

　

感
染
対
策
を
考
慮

し
て
、
大
勢
で
の
作

業
は
控
え
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ

き
、
七
夕
の
飾
り
作
り
・
飾
り
付
け
を

行
い
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ド
リ
ー
ム
で
は
、
以

前
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
作
品

作
り
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
役
目
を

終
え
た
カ
レ
ン
ダ
ー
や
お
菓
子
の
包

装
紙
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

�

（
叶
）

倉敷老健

ドリーム
ガーデン

倉敷

ローズ
ガーデン

倉敷
　

理
学
療
法
士
に

よ
る
個
別
機
能
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
の
皆

さ
ん
の
生
活
機
能
の
維
持
向
上
、

自
立
し
た
暮
ら
し
の
継
続
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

車
椅
子
生
活
の
方
が
歩
行
訓
練

を
さ
れ
「
見
え
る
景
色
が
違
う
よ
」

と
ひ
と
際
輝
く
笑
顔
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

応
援
し
て
い
ま
す
！�

（
立
尾
）

囲
碁
ク
ラ
ブ
で
仲
間
作
り

　

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
で
は
、

感
染
対
策
を
し
な
が
ら
の
『
囲
碁

ク
ラ
ブ
』
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
ク
リ
ル
板
・
マ
ス
ク
の
着

用
を
厳
守
し
な
が
ら
…
で
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
…
。

　
新
し
く
ご
入
居
さ
れ
た
方
も
興

味
津
々
で
見
学
、
勝
負
に
挑
ま
れ

て
い
ま
す
。
和
や
か
な
ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ
、
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。�

（
本
地
）

倉敷在宅総合
ケアセンター
ショートステイ

理
学
療
法
士
に
よ
る

個
別
機
能
訓
練
の
ご
案
内
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患
者
さ
ん
が
日
常
生
活
へ
の
復
帰
に
励

む
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
、
機
能
回
復

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
病
棟
看
護
師
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟

　
　
看
護
師
と
は

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
は
、
怪
我
や

病
気
に
よ
り
日
常
生
活
を
お
く
る
こ
と
が

困
難
な
障
害
を
も
っ
た
方
が
、
機
能
の
回

復
や
改
善
の
た
め
に
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
に
励

ん
で
い
ま
す
。患
者
さ
ん
の「
で
き
な
い・

難
し
い
」
が
「
で
き
た
」
に
か
わ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
看
護
師
だ
け
で
な
く
多
職
種
で

患
者
さ
ん
を
中
心
に
チ
ー
ム
と
な
り
、
退

院
の
日
を
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
々
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
看
護
師
を
目
指
し
た

　
　
き
っ
か
け
は

　
母
が
看
護
師
を
し
て
お
り
、
看
護
師
は

身
近
な
仕
事
の
一
つ
で
し
た
。
中
学
の
頃

進
路
に
悩
ん
で
い
た
私
に
母
が
す
す
め
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
看
護
の
道
へ
進
み

ま
し
た
。
そ
し
て
ご
縁
が
あ
り
倉
敷
平
成

病
院
で
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
看
護
師

　
　
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
・

　
　
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
患
者
さ
ん
の
価
値
観
や
生
活
歴
を
否
定

し
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
退
院
後

の
指
導
で
は
、
そ
の
方
の
生
活
に
合
っ
た

方
法
を
提
示
で
き
る
よ
う
、
患
者
さ
ん
の

お
話
を
聞
い
て
チ
ー
ム
で
相
談
を
し
て
い

ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
健
康
を
守
る
主
役
は
患
者

さ
ん
自
身
で
す
。
そ
の
た
め
患
者
さ
ん
自

身
が
実
践
可
能
な
事
を
提
示
し
て
い
き
た

い
と
思
い
、
様
々
な
方
法
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
印
象
に
残
っ
て
い
る

　
　
特
別
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
最
初
に
お
会
い
し
た
時
に
、
呼
吸
器
を

つ
け
て
寝
た
き
り
に
な
っ
て
い
た
患
者
さ

ん
が
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
歩
い
て
退
院
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
10
数
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

方
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
リ
ハ
ビ
リ
っ
て

凄
い
！ 

と
思
っ
た
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

Ｑ
．
看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
人
に

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
ど
の
仕
事
も
そ
う
で
す
が
看
護
師
の
仕

事
も
楽
し
い
だ
け
で
は
な
い
で
す
。
人
の

生
死
に
か
か
わ
る
仕
事
な
こ
と
も
あ
り

「
辛
い
」
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
実
際
働
い
て

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
も「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
に
「
よ
し
、
次

も
頑
張
ろ
う
」
と
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
の
仕
事
は
や
り
が
い
が
十
分

あ
る
仕
事
で
す
。
働
く
場
所
も
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
自
分
に
合
っ
た
場
所
で
働

け
る
よ
う
勉
強
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

看
護
師
と
し
て
一
緒
に
働
け
る
と
嬉
し
い

で
す
ね
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
に

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
不
便
な
中
、
入
院
生
活
を
送
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
に
は
多
く
の
ス
ト
レ
ス
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。「
し
ん
ど
い
」「
も

う
嫌
だ
」
と
い
う
場
面
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
支
え
る
こ
と
、
応
援
す
る
こ
と
で
す
。

あ
く
ま
で
主
役
は
患
者
さ
ん
本
人
で
す
の

で
、
私
た
ち
は
私
た
ち
の
持
つ
力
を
も
っ

て
全
力
で
応
援
い
た
し
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
頑
張
っ
た
結
果
が
実
を
結
ぶ
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
自
分
の
持
つ
知
識
と
技
術
を
さ

ら
に
高
め
て
患
者
さ
ん
に
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一
緒
に
「
で

き
た
」
を
喜
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
入
院
は
し
な
い
の
が
一
番
で
す
が
、
有

事
の
際
に
は
精
一
杯
の
看
護
を
提
供
し
ま

す
。
そ
し
て
一
日
も
早
い
退
院
が
で
き
る

よ
う
チ
ー
ム
で
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
、
で
き

る
こ
と
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

喜
び
で
す
。

プロフェッショナル

倉敷平成病院　４階東病棟

看護主任　菅　順子

“患者さんの「できた」を
　　　　　　サポートします”

［ Vol.14	］　回復期リハビリ病棟看護師

倉
敷
老
健

松
久
保　
美
菜
子

｜聞き手｜
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i n f o r m a t i o n

ヘルシーレシピ

子宮頚がん予防ワクチン
　現在、厚生労働省ではHPVウイルスへの感染を予
防する目的で、令和４年４月からワクチンの積極的接
種を呼びかけており、対象となる方は２種類のHPV
ワクチンを公費で受けることができます。
　当院婦人科で行っている予防接種は、４価ワクチン

（ガーダシル）の接種となります。４価ワクチン（ガー
ダシル）は、子宮頸がんや肛門がん（HPV16型・18型）、
尖
せん

圭
けい

コンジローマ（HPV6型・11型）に対する抗体を
つくり、感染を予防します。間隔をあけて同じ種類の
ワクチンを合計３回接種することで、高い予防効果が
得られます。

対象者　小学校６年～高校１年生相当の年齢の女性

接種をご希望の方　予約制になりますので、婦人科をご予約ください。

子宮頸がん予防
医事課　副主任　菅原　睦子

パンナコッタとりんご酢ゼリーを2層にし、

暑い夏でもさっぱりといただける、

いつもとはひと味違うデザートです。

りんご酢でさっぱり
パンナコッタ

＜パンナコッタ＞
１ 鍋に牛乳、砂糖を入れて火にかけ、沸騰させない程度

に温める。火を止めて水（分量外）でふやかした粉ゼラ
チンを加え、よく溶かす。

２ ダマをなくしたヨーグルトを加えて混ぜ、粗熱をとり、
容器へ入れ冷蔵庫で冷やし固める。

＜りんご酢ゼリー＞
１ 鍋にすりおろしたりんご、砂糖、水、りんご酢を入れ

て火にかけ、沸騰させない程度に温める。
　 水（分量外）でふやかした粉ゼラチンを加え、よく溶かす。
２ 粗熱をとって固めたパンナコッタの上に入れ、冷蔵庫

で冷やし固める。
＜りんごのコンポート＞
１ 鍋に1㎝角に切ったりんご、砂糖、りんご酢を入れ、煮る。

パンナコッタをカップから抜き、コンポートとミントをの
せたら完成。

作り方

＜パンナコッタ＞
牛乳……………… 200ml
砂糖……………… 大さじ2
ヨーグルト………… 100g
粉ゼラチン…………… 5g
＜りんご酢ゼリー＞
りんご…………………75g
砂糖……………… 小さじ1
水…………………… 75ml

材料［５人分］
りんご酢… 小さじ2と1/2
粉ゼラチン…………… 3g
＜りんごのコンポート＞
りんご…………………30g
砂糖……………… 小さじ2
りんご酢………… 大さじ1
＜飾り＞
ミント…………………適量

栄養成分１人分 エネルギー：86kcal　塩分：０g

倉敷平成病院　管理栄養士　中村　友香

子宮頚がんとは？　子宮の入り口の子宮頸部と呼ばれる部分から発生するがんであり、近年では20～30歳代の若い女性に増えて
います。子宮頸がんの原因の多くは、ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染で発症します。HPVウイルスは男性・女性ともに感染
するウイルスであり、感染しても約90％の人は免疫の力で排除されますが、残りの10％の人は子宮頚がんへと進行していきます。

接種スケジュール

３回目２回目１回目
６ヶ月後２ヶ月後

キャッチアップ接種（対象年齢の間に、接種を逃した方）

●平成９年度生まれ～平成17年度生まれの女性
　（誕生日が1997年４月２日～2006年４月１日）
●過去にHPVワクチンの接種を
　合計３回受けていない方
　⇒　 令和4（2022）年４月～令和７（2025）年３月

の３年間は、公費での接種が可能。

TEL 086-427-0200 [婦人科直通]
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月曜日～金曜日 ８：30 ～ 17：00　土曜日 ８：30 ～ 12：00窓口対応時間
086-427-6550TEL （直通） 086-427-1197FAX （直通） 

倉敷平成病院　地域医療連携センター

ご不明な点がございましたら、
お気軽に下記までお問い合せください。

いつも当院の連携業務にご協力いただきありがとうございます。
コロナ禍も３年目を迎えwithコロナでの連携のあり方を考えております。

さて、当院地域医療連携センターには８名の社会福祉士が在籍しております。
社会福祉士は相談援助職の国家資格です。様々な資格要件が必要になりますが、その受験要件の中に現場実
習が含まれています。大学によって実習要件などは様々ですが、将来社会福祉士を目指している学生さんに
とって、初めて経験する現場実習はとても大切なものだと考えております。
今年度は８月から10月の間に、２大学から３名の実習生を受け入れる予定です。
当院における連携業務もしっかり学んでもらいたいと思っています。面談時等、職員に実習生が同席してい
る場面があると思いますが、温かい目で見守っていただけたら幸いです。

今後とも当院の地域医療連携センターをよろしくお願いします。 
地域医療連携センター　課長　山川　恭子

実習生受け入れのお知らせ

　

平
成
14
年
６
月
に
、
生
活
習
慣
病
（
糖
尿

病
）
の
予
防
か
ら
治
療
ま
で
、
一
貫
し
た
対

応
が
で
き
る
部
門
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
倉

敷
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー
」
が
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

前
セ
ン
タ
ー
長
の
故
姫
井
孟
先
生
と
共
に

赴
任
し
て
き
た
頃
、
倉
敷
平
成
病
院
に
は
糖

尿
病
の
専
門
分
野
が
な
か
っ
た
た
め
、
糖
尿

病
専
門
外
来
、
糖
尿
病
教
育
入
院
、
糖
尿
病

料
理
教
室
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
勉
強
会

な
ど
を
始
め
ま
し
た
。
２
年
目
の
５
月
に
姫

井
先
生
が
病
に
倒
れ
、
そ
の
後
一
人
で
外
来

を
す
る
期
間
が
長
く
あ
り
ま
し
た
が
、
故
高

尾
武
男
代
表
を
は
じ
め
、
理
事
長
先
生
、
院

長
先
生
、
医
局
の
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

に
支
え
ら
れ
、
無
事
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
は
益
子
晃
子
先
生
が
毎
週

火
曜
日
、
木
曜
日
の
午
前
に
外
来
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ド
ッ
ク
と
掛
け
持
ち
で
す
が
、

教
育
入
院
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
試
験
の

受
験
者
は
薬
剤
師
５
名
、
管
理
栄
養
士
２
名
、

と
今
ま
で
で
一
番
多
い
人
数
で
し
た
が
、
７

人
全
員
合
格
し
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
20
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
新
し
い
月
日

に
向
か
い
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、
患
者
さ
ん

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

診
療
部
長　

青
山　

雅

倉
敷
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー
　

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
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藤田医科大学病院・藤田医科大学岡崎医療センターの
CE３名が見学に来院されました。

　

６
月
23
日（
木
）、
藤
田
医

科
大
学
病
院
・
藤
田
医
科
大
学

岡
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

臨
床
工

学
技
士（
Ｃ
E
）３
名
が
当
セ

ン
タ
ー
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
３

月
４
日
に
開
催
し
た
「
S
C
S 

S
u
m
m
i
t 

2
0
2
2
」

で
す
。

　
午
前
中
は
脊
椎
手
術
後
症
候

群（
F
B
S
S
）に
対
す
る
脊

髄
刺
激
療
法（
S
C
S
）ト
ラ

イ
ア
ル
手
術
を
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
は
牟
礼
英
生
セ
ン
タ
ー
長

と
Ｃ
E
が
講
演
し
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
後

S
C
S
刺
激
調
整
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
S
C
S
は
近
年
、
技
術
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
お
り
、
多
く
治
療
や
機
器
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
半
面
、
機
器
操
作
や
対
応
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
十
分
な
S
C
S
治
療
を
提
供
で
き
な
い
こ
と
が
全
国
の
現
状
で
す
。
当
院

で
は
国
内
販
売
す
る
S
C
S
す
べ
て
の
治
療
が
実
施
可
能
で
す
。
そ
の
中
で
も

Ｃ
E
は
医
療
機
器
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
S
C
S
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
Ｃ
E
が
S
C
S
に
関
わ
る
施
設
は
近
年
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
見
学
で
、
各
施
設
の
問
題
点
も
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
院
と
し
て
も

大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
見
学
し
ま
し
た
。
今
後

も
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
を
、
積
極
的
に
伝
え
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

臨
床
工
学
技
士　
主
任　

高
須
賀　
功
喜

　
５
月
21
日（
土
）、
倉
敷
中
央
病
院
付
属
予
防
医

療
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
岡
山
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
創
立
３
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
当
院
で
は
岡
山
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り

H
A
L
® 

腰
タ
イ
プ
を
２
台
リ
ー
ス
し
、
病
院
と
通

所
リ
ハ
、
予
防
リ
ハ
で
そ
れ
ぞ
れ
臨
床
導
入
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
H
A
L
を
使
用
し
た
脳
卒
中
患
者
さ

ん
の
中
か
ら
、
歩
行
能
力
や
屋
外
で
の
A
D
L
能
力

の
改
善
が
得
ら
れ
た
症
例
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
報
告
し
た
症
例
に
は
、
発
症
後
数
ヶ
月
（
回
復

期
）か
ら
数
年
経
過（
生
活
期
）し
た
患
者
さ
ん
が
含

ま
れ
て
お
り
、
幅
広
い
病
期
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て

効
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
約
1
5
0
名
の
聴
講
者
に
加

え
、
多
数
の
来
賓

の
方
々
も
来
ら
れ

て
お
り
、
学
会
と

は
異
な
る
独
特
な

雰
囲
気
や
緊
張
感

が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
各
所

で
意
見
交
換
が
活

発
に
行
わ
れ
、
改

め
て
対
面
の
良
さ

を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

岡
山
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

創
立
３
周
年

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席

５／21

藤
田
医
科
大
学
病
院
・
藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
臨
床
工
学
技
士
が
倉
敷
ニ
ュ
ー
ロ
モ

デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学

6／23

　
第
22
回
日
本
糖
尿
病
療
養

指
導
士
認
定
試
験
が
行
わ
れ
、

当
院
か
ら
受
験
し
た
管
理
栄

養
士
２
名
、
薬
剤
師
５
名
全

員
が
合
格
し
ま
し
た
。
倉
敷

生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー
診
療

部
長 

青
山
雅
先
生
を
は
じ

め
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の

先
輩
方
に
何
度
も
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士

（
C
D
E
J
）と
は
、
糖
尿
病

治
療
に
最
も
大
切
な
自
己
管
理（
療
養
）を
患
者
さ
ん
に
指
導
す

る
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
高
度
か
つ
幅
広
い
専
門
知
識
を
持
ち
、

患
者
さ
ん
の
糖
尿
病
セ
ル
フ
ケ
ア
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
受
験
を
通
し
て
、
薬
剤
師
以
外
の
職
種
が
糖
尿
病
指
導
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
改
め
て
学
び
、
薬
物
療
法
以

外
に
も
食
事
療
法
や
運
動
療
法
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
密
接
な
連
携
を
保

ち
、
専
門
性
を
活
か
し
た
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
年
の
試
験
結
果
を
受
け
、
当
院
の
糖
尿
病
療
養
指
導
士
は
計

22
名（
看
護
師
４
名
、
管
理
栄
養
士
７
名
、
薬
剤
師
９
名
、
理
学

療
法
士
２
名
）に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
糖
尿
病
患
者
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
よ
う
、
学
ん
だ
知
識
を

活
か
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

糖
尿
病
療
養
指
導
士　
薬
剤
師　

前
嶋　
恵
実

日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
試
験

合
格
報
告

5／20

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　
Ｐ
T
主
任　

隠
明
寺　
悠
介
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こ
の
度
、
当
院
２
階
の
歯
科
前
に
あ
る

飾
り
棚
を
一
新
し
ま
し
た
。
当
院
の
売
店

で
購
入
で
き
る
、
歯
科
お
ス
ス
メ
の
歯
ブ

ラ
シ
や
歯
間
ブ
ラ
シ
、
保
湿
ジ
ェ
ル
な
ど

の
口
腔
ケ
ア
用
品
を
、
外
来
で
来
ら
れ
る

患
者
さ
ん
向
け
の
も
の
を
メ
イ
ン
に
展
示

し
、
実
物
に
合
わ
せ
て
商
品
の
特
徴
や
ど

ん
な
方
に
お
ス
ス
メ
か
、
ポ
ッ
プ
で
簡
単

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
実
際
に
歯

科
で
使
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
保
険
適
用
外
の
詰
め
物
や
か
ぶ

せ
物
の
見
本
模
型
も
展
示
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
歯
科
に
来
ら
れ
た
際
や
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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当
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
が
2
0
1
2
年
３
月
に
認
可

を
受
け
て
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、

こ
の
度
、
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し

た
。
10
年
間
に
開
催
し
た
市
民
公

開
講
座
や
家
族
教
室
を
は
じ
め
と

す
る
催
し
や
取
り
組
み
を
ま
と
め

た
活
動
報
告
、
診
療
実
績
、
も
の

忘
れ
外
来
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
日
本
社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
、

認
知
症
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
発
展
は
元
よ
り
、
法
律
的

な
枠
組
み
や
介
護
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
的
な
仕
組
み
の
深
化
に
よ

り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
が
よ
り
良
い

も
の
に
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
も
、
今
後
も
さ
ら
に

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
一
層
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
記
念
誌
は
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

�
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認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

10
周
年
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た

７／７

６月

歯
科
前
飾
り
棚
で

口
腔
ケ
ア
用
品
を

ご
紹
介

　

６
月
４
日（
土
）の
山
陽
新
聞
朝

刊 

ヘ
ル
ス
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
当
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

藤
本
課

長（
言
語
聴
覚
士
）の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援

者
養
成
事
業
』
と
は
地
域
生
活
支
援

事
業
の
中
の
意
思
疎
通
支
援
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
失
語
症
者
が
買
い
物
・
病

院
の
診
察
や
書
字
記
入
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
場
で
、

意
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
の
養
成
と

派
遣
を
行
う
行
政
事
業
で
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
県
の
委
託
を
受
け
、
岡

山
県
言
語
聴
覚
士
会
が
主
管
と
な
り

令
和
元
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今

年
が
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
「
以
前
か
ら
市
町
村
が
発
行
す
る

広
報
誌
へ
講
座
案
内
を
掲
載
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
山
陽
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
で
講
座
は
ほ
ぼ
定
員
と

な
り
、
驚
い
て
い
ま
す
。
た
だ
一
過

性
で
は
な
く
、
失
語
症
に
つ
い
て
皆

さ
ん
に
継
続
的
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
失
語
症
は
、
脳
が
損
傷
し
た
こ
と

が
原
因
で
『
聞
く
・
話
す
・
読
む
』

と
い
っ
た
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
う

当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

藤
本
課
長
が

山
陽
新
聞
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　
～
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者

　
　
養
成
講
座
の
活
動
を
通
じ
て
～

６／４

言
語
障
害
の
一
種
で
す
。
脳
梗
塞
や

脳
出
血
な
ど
の
脳
卒
中
が
原
因
で
発

症
す
る
方
が
大
半
で
、
社
会
復
帰
を

妨
げ
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
身
近
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
方
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
理
解

を
深
め
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
藤
本
課
長
よ
り
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
講
座
は
締
め
切
ら
れ
、

県
南
で
15
名
・
県
北
で
９
名
、
合
わ

せ
て
24
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
失
語

症
者
へ
の
支
援
に
向
け
て
励
ま
れ
て

い
ま
す
。
継
続
的
な
取
り
組
み
が
重

要
と
の
こ
と
で
し
た
。

�

秘
書
・
広
報
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理事長 高尾聡一郎 橋本岳様 阿部康二様 伊東香織様 片岡聡一様 副理事長 高尾公子

　令和３年８月11日 享年77歳にて逝去した、全仁会
グループ代表 高尾武男を偲び、去る令和４年５月28日

（土）エヴァホール倉敷にて「高尾武男代表お別れの会」
を執り行いました。
　新型コロナ感染症の流行による開催延期を経て、１周
忌を前に、ゆかりのある方々と別れを惜しむ場を設ける
ことができました。感染対策に配慮した開催にあたり、
無事に終えることができましたのも、ご参会の方々にも
多大なるご理解・ご協力をいただいた結果と存じます。
会には約500名もの方にご参会賜り、深謝申し上げます。
　冒頭は参会者全員で黙祷を捧げ、オープニングムー
ビーで代表の在りし日を振り返りました。続いて高尾
聡一郎理事長より主催者挨拶、衆議院議員 橋本岳様よ
り発起人挨拶、その後国立精神・神経医療研究センター
病院長 阿部康二様、 倉敷市長 伊東香織様、 総社市長 

高尾武男代表 お別れの会を執り行いました

片岡聡一様より追悼の辞を賜りました。最後に高尾公子
副理事長から謝辞を述べ、献花をもって閉会となりました。
　また、会の前後でご覧いただけるよう、写真パネルや
診察時の白衣・聴診器、趣味の碁盤、患者さんが描いて
くださった書や肖像画などを展示したメモリアルコー
ナーでは、患者、同志、職員、友人、そして家族として、
それぞれの立場から見る高尾代表の姿を皆さん瞼に焼き
付けておられました。
　職員として、地域の医療・介護に尽くした代表がこれ
ほど多くの方々に愛されていたことを誇りに思うと同時
に、その遺志を受け継ぎ、繋いでいけるよう、これから
もいっそう地域の医療に尽力してまいります。
　ご参会いただいた方、お心をお寄せいただいた方々に
改めて厚く御礼申し上げます。
 事務長　板谷　尚昌
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山陽本線

イオン倉敷
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アリオ倉敷

倉敷工業高校 玉信

消防署

市役所

老松小

２

429

ローズガーデン倉敷
平成南町クリニック
グランドガーデン南町

倉敷在宅総合ケアセンター

ピースガーデン倉敷

N

ケアハウスドリームガーデン倉敷

倉敷平成病院
倉敷老健

熱中症に関する
詳しい情報
（環境省HP）

新型コロナウイルス
感染症に関する情報
（厚生労働省HP）

感染症対策に
おけるマスクの
着用について

（一般用）

（子ども用）

全仁会グループ　社会医療法人 全仁会／社会福祉法人 全仁会／有限会社 医療福祉研究所ヘイセイ
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倉敷老健
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111

住宅型有料老人ホーム　
ローズガーデン倉敷
倉敷市南町4-38
TEL.086-435-2111
● ヘルプステーション
平成南町クリニック

ケアハウス　
ドリームガーデン倉敷
倉敷市八軒屋275
TEL.086-430-1111
● デイサービス

サービス付き高齢者向け住宅　
グランドガーデン南町
倉敷市南町1-12
TEL.086-435-2234
● 特定施設入居者生活介護
● ヘルプステーション南町
● よくなるデイ南町
● 南町ケアプラン室

複合型介護施設　
ピースガーデン倉敷
倉敷市白楽町40
TEL.086-423-2000
● 地域密着型特別養護老人ホーム
● ショートステイ
● グループホーム
● デイサービス

倉敷在宅総合ケアセンター
倉敷市老松町4-4-7
TEL.086-427-0110
● 訪問看護ステーション
● ホームヘルプステーション 
● ショートステイ
● 通所リハセンター
● 予防リハセンター 
● ケアプラン室
● 高齢者支援センター
● ヘイセイ鍼灸治療院

倉敷平成病院
● 内科　● 脳神経内科　● 脳神経外科　● 脳卒中内科　● 整形外科　● 消化器科　● 循環器科
● 呼吸器科　● 耳鼻咽喉科　● 形成外科　● 皮膚科　● 眼科　● 総合診療科
● リハビリテーション科　　● 放射線科　● 麻酔科　● 和漢診療科　● 歯科
倉敷ニューロモデュレーションセンター
● 脳神経外科
倉敷生活習慣病センター
● 糖尿病　● 代謝内科
総合美容センター
● 美容外科 ● 形成外科 ● 婦人科　● 乳腺外科
認知症疾患医療センター
神経放射線センター
平成脳ドックセンター

倉敷平成病院
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111
FAX.086-427-8001

救急指定

News全仁会
ニュース

今年も暑い夏がやってきました。
まだまだ感染対策が必要ですが屋外で人との距離があり、会話をしない時はマスクを外して熱中症対策もしていきたいと思います。（Y）編集後記


